
より良い大岡にするために
～小さな拠点づくりにむけて～

平成29年12月９日
第１回大岡地区市民ワークショップ

都市整備部都市政策課

【大岡地区における取り組み】

大岡地区は市西部の山間地域であり、市内において人口減少、高齢化が著しい地区です。

しかし、地区内では地域活動が活発に行われており、その取り組みをより良くすることが「小

さな拠点づくり」につながると考え、大岡地区をモデル地区に選定しました。

平成28年度には地区住民（高校生以上）を対象にしたアンケート調査を実施しました。
今後、大岡地区での取り組みが、市内で同様の課題を抱えた中山間地域の先進的な事例と

なるようにしたいと考えています。

【小さな拠点づくりとは】

「小さな拠点づくり」とは、人口が減少しても人々の生活が守られ、地域に住み続けられるこ

とを目指す取り組みです。

本市の小さな拠点づくり事業は、地域の資源を活かし利便性を高めることで活動が維持・継

続され、将来にわたり活き活きと暮らしていけるように、地域が主体となって取り組んでいくも

のです。

提案していただいた取り組みについては、内容を確認・精査し、実現に向けて地域の皆さんと

協力しながらできることから取り組んでいきます。

今回のワークショップでは、現在地域で行われている活動を再確認するとともに、それぞれの

活動を発展させ組み合わせることにより、持続的に運営できる取り組みを提案していただきます。

・市民ワークショップ

の実施

・施設再編計画案の

作成

など

・運行の見直し（定期）

・おでかけパスポート

・バス乗り方教室

など

・空き家バンク

・放棄地の復元

・UIJターンの促進
など

・大岡集落学校

・住民ディレクター

・地域おこし協力隊

など

公共施設 公共交通 土地建物地域活動

【ワークショップのねらい】

（取組内容） （取組内容） （取組内容） （取組内容）

・たすけあいの会

・おしゃべりサロン

活動

・冬期間移住

など

福祉活動

（取組内容）

（具体例） （具体例） （具体例） （具体例）（具体例）

・施設再編、機能集約

・複合化、多機能化

・既存施設の利活用

・交通網の維持

・利便性向上

・利用促進

・空き家対策

・耕作放棄地対策

・地域の学び

（生涯学習など）

・活動の連携

・情報発信

・地域福祉活動

計画

・高齢者生活支援

〈現在行われている分野別取組例〉


